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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

午
年
の
２
０
１
４
年
を
迎
え
、
跳
ね
る

馬
の
ご
と
く
こ
の
一
年
間
の
皆
様
方
の
ご

隆
盛
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
国
有
林
野
事
業
が
特
別
会
計

か
ら
一
般
会
計
へ
移
行
し
２
年
目
と
な
り

ま
す
。

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
よ
り
一
層
の

推
進
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
再
生
へ
の

貢
献
を
旨
と
し
た
事
業
運
営
の
定
着
と
、

そ
の
事
業
成
果
を
現
し
て
い
く
年
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
、
総
理
大
臣
を
本
部
長

と
す
る
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
農
林
水
産
業
を

成
長
産
業
と
す
る
べ
く
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
省
に
お

い
て
も
、
林
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
で
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
推
進
本
部
」

が
設
置
さ
れ
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
推
進

本
部
と
り
ま
と
め
（
重
要
事
項
）
」
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
関
し
ま
し
て
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
、

国
産
材
の
供
給
倍
増
を
目
指
し
て
、
資
源

と
し
て
の
充
実
期
を
迎
え
た
人
工
林
を
活

用
し
つ
つ
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（C

r
o
s
s
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d
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：
直
交
集
成
板
）
等
の
新
製
品
・

新
技
術
の
開
発
・
普
及
、
公
共
建
築
物
等

で
の
国
産
材
利
用
の
推
進
等
に
よ
る
木
材

需
要
の
創
出
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制

の
構
築
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。平

成
26
年
度
概
算
決
定
に
お
い
て
も
、

新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
と
強
い
林
業
づ

く
り
を
目
指
し
た
各
種
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、
民
有

林
・
国
有
林
の
連
携
を
拡
大
し
①
国
産
材

の
安
定
供
給
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

活
用
な
ど
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
協
定
体
制

を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
る
国
産
材
の
安
定

的
・
効
率
的
な
供
給
体
制
の
構
築
の
支
援

②
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
等
民
国
連

携
に
よ
る
施
業
の
推
進
を
通
じ
た
施
業
集

約
化
の
支
援
③
シ
カ
の
食
害
等
野
生
鳥
獣

被
害
へ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
対
策
の
推

進
④
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

へ
の
取
組
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
産
材
の
安
定
的
・
効
率
的
な

供
給
体
制
の
確
立
及
び
野
生
鳥
獣
被
害
対

策
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
主
伐
後

の
再
造
林
と
獣
害
対
策
を
効
率
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
民
有
林
や
関
係
省
庁
・
自

治
体
関
係
者
と
も
連
携
し
つ
つ
、
コ
ン
テ

ナ
苗
を
活
用
し
た
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
、
シ
カ
の
個
体
数
管
理
に
有

効
な
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
行

な
ど
、
新
た
な
技
術
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
自
治

体
等
と
連
携
し
て
国
有
林
内
の
除
染
を
確

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
福
島
県
内
の
被

災
地
の
多
く
が
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
深
い
関
係
の
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
も
と
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
や
、
被
災
し
た

海
岸
防
災
林
の
整
備
等
を
通
じ
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。な

お
、
昨
年
６
月
に
は
富
士
山
が
世
界

文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
管
内
に
は
世
界
遺
産
と
し
て
小

笠
原
諸
島
が
あ
り
ま
す
。

世
界
遺
産
と
し
て
の
普
遍
的
な
価
値
が

維
持
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
や
地
元
関

係
者
等
と
連
携
し
、
小
笠
原
諸
島
に
お
い

て
は
外
来
種
の
駆
除
対
策
等
の
保
全
・
管

理
、
富
士
山
に
お
い
て
は
景
観
の
保
全
等

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
管

内
国
有
林
を
今
後
と
も
国
民
共
通
の
財
産

と
し
て
適
切
に
管
理
し
、
国
民
の
皆
様
か

ら
の
負
託
に
適
切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

関
係
す
る
機
関
や
都
県
、
市
町
村
、
林
業

関
係
者
等
と
連
携
を
密
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
事
業
展
開
を
着
実
に
図
っ
て

ま
い
り
た
い
所
存
で
す
。
よ
り
一
層
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
重
ね
て
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

平成２６年１月１ 日 関 東 森 林 管 理 局 第１１８号（２）

年
頭
の
ご
挨
拶



（３）平成２６年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１１８号

④積み込み

グラップルによるフォワーダへ

の木材積込み

⑤運搬

フォワーダによる土場への木材

搬出、土場から伐採現場への

「コンテナ苗」運搬

⑥植栽

専用具で地拵えが済ん

だ箇所に植栽

コンテナ苗を活用した「一貫作業システム実証試験」

森林整備部 技術普及課

森
林
・
林
業
の
再
生
及
び
持
続

的
な
森
林
経
営
の
推
進
を
図
る

た
め
に
は
、
作
業
コ
ス
ト
の
削

減
に
よ
る
採
算
性
の
向
上
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
低
コ

ス
ト
造
林
技
術
の
開
発
を
目
的

と
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用

し
、
木
材
の
生
産
か
ら
造
林
作

業
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
作
業

シ
ス
テ
ム
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」
の
開
発
の
た
め
、
茨
城
森

林
管
理
署
管
内
に
試
験
地
を
設

定
し
、
茨
城
森
林
管
理
署
、
森

林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、
独

立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所

が
共
同
で
、
平
成
25
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
実
証

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

10
月
１
日
に
、
伐
採
作
業
か
ら
、

集
材
、
造
材
、
搬
出
、
コ
ン
テ

ナ
苗
の
運
搬
、
コ
ン
テ
ナ
苗
植

栽
ま
で
の
作
業
工
程
を
現
地
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

林
業
関
係
者
の
関
心
も
高
く
、

茨
城
県
や
関
係
市
町
村
を
は
じ

め
、
地
元
林
業
事
業
体
等
約
百

二
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
実
証
試
験
は
、
茨
城

森
林
管
理
署
の
製
品
生
産
請
負

事
業
実
施
箇
所
で
あ
る
梅
香
沢

国
有
林
に
お
い
て
、
事
業
を
請

け
負
っ
た
美
和
木
材
協
同
組
合

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県

林
業
種
苗
共
同
組
合
で
育
苗
し

た
植
替
え
２
年
生
の
ス
リ
ッ
ト

コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
し
、
植
栽

は
ス
ペ
ー
ド
、
デ
ィ
プ
ル
等
の

専
用
具
を
使
用
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
の
人
力
に
よ
る
地
拵

え
、
苗
の
搬
入
が
省
力
化
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
木
材
生
産
実
施
年

の
翌
年
の
春
に
実
施
し
て
い
た

植
栽
が
、
木
材
生
産
期
間
内
に

作
業
で
き
る
こ
と
か
ら
、
生
産

事
業
と
造
林
事
業
の
契
約
を
一

本
化
し
、
計
画
的
な
植
栽
や
下

刈
回
数
の
削
減
な
ど
、
低
コ
ス

ト
化
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
東
森
林
管
理

局
で
は
、
今
回
実
施
し
た
コ
ン

テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
「
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
」
を
は

じ
め
、
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

①伐採

一貫作業システムの流れ

②木寄せ集材及び地拵え

グラップルによる集材を行いなが

ら、アームの届く範囲の地拵え

③枝払い及び造材

プロセッサによる枝払い・玉切



関
東
森
林
管
理
局
で
は
尾
瀬
沼
、
那
須

岳
、
谷
川
岳
、
苗
場
山
、
高
尾
山
周
辺
、

富
士
山
、
小
笠
原
諸
島
な
ど
11
署
（
所
）

21
地
区
で
約
90
名
の
森
林
保
護
員
（
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
以
下
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ

と
い
う
。
）
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

前
回(

本
誌
１
１
６
号
）
に
引
き
続
き

昨
年
６
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
富
士
山
で
活
動
し
て
い
る
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

富
士
山
で
の
取
組

富
士
山
で
は
、
富
士
宮
口
、
御
殿
場
口
、

須
走
口
を
中
心
に
Ｇ
Ｓ
Ｓ
活
動
を
２
名
一

組
の
６
名
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
登
山
道
等
で
の
ル
ー
ト

案
内
、
歩
道
以
外
へ
の
立
入
り
注
意
、
自

然
保
護
の
啓
発
、
危
険
木
等
の
確
認
と
処

理
、
危
険
箇
所
の
表
示
な
ど
、
利
用
者
が

安
全
に
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
、
入
込
者

が
多
い
期
間
及
び
休
日
等
を
中
心
に
巡
視

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
後
の
変
化

Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
方
々
に
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ

た
以
降
の
富
士
登
山
者
に
つ
い
て
感
じ
た

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

一
点
目
は
、
富
士
山
は
手
軽
に
登
山
が

で
き
る
山
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
か
、
軽

装
で
弾
丸
登
山
を
す
る
人
が
多
く
な
り
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う
登
山
者
が
目
に
付
き

ま
す
。

ま
た
、
混
雑
し
て
い
る
登
山
道
で
登
山

者
の
間
を
ジ
グ
ザ
グ
に
縫
う
よ
う
に
追
い

越
し
を
し
て
い
る
登
山
者
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
登
山
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。二

点
目
は
、
景
観
と
自
然
環
境
（
ゴ
ミ

問
題
）
に
つ
い
て
、
登
山
者
や
観
光
者
は

誇
り
と
責
任
を
感
じ
て
か
自
分
の
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
ま
で
各
登

山
口
に
大
量
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
使
用
し

た
杖
、
空
き
缶
等
の
ご
み
は
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
「
富
士
山
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
思
い
が
高
ま
り
、
富
士
山
周
辺
で
実

施
さ
れ
る
清
掃
活
動
に
も
多
く
参
加
者
が

集
う
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
方
々
は
、
登
山
者
等
が
安
全

で
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
後
世
に
美
し
い
富
士
山
を
引
き

継
い
で
い
く
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
関
東
の
森
林
か
ら
」
を
ご
覧
に
な
っ

た
方
で
富
士
山
周
辺
を
訪
れ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
が
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
ら

「
ご
苦
労
様
」
と
一
声
掛
け
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

平成２６年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１１８号（４）

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
に
つ
い
て

（
そ
の
２

富
士
山
）

計
画
保
全
部

保
全
課

遊歩道の点検

宝永山に向かう登山者（富士宮口）

西臼塚駐車場から富士山を望む

幹
部
の
紹
介

１
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

森
林
管
理
署
長

▽
磐
城
森
林
管
理
署
長

中
澤

文
彦

（
関
東
森
林
管
理
局
利
根
沼
田
森
林
管
理

署
長
）

▽
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
長

永
井

寛

（
林
野
庁
林
政
部
林
政
課
監
査
官
）



市
民
参
加
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

見
え
て
き
た
赤
谷
の
森

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
ま
す
。
）
で
は
、
様
々
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
活
動
を
し
て
10
年
目
に

な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
調
査
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
は

専
門
家
の
先
生
や
学
生
の
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
頂
け
た
こ
と
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
し
て
頂
け
た
一
般
市
民
の
皆
さ
ん

の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
に
ホ
ン
ド
テ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
以

下
「
テ
ン
モ
ニ
」
と
し
ま
す
。
）
は
、
サ

ポ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
毎
月
の
「
赤

谷
の
日
」
等
で
、
林
道
を
歩
い
て
テ
ン
の

糞
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
成
果
で
見
え
て
き
た
赤
谷

の
森
を
紹
介
し
ま
す
。

赤
谷
の
森
の
テ
ン
個
体
数
は
一
定

テ
ン
の
サ
ン
プ
ル
（
糞
）
の
採
取
は
調

査
開
始
以
来
４
０
０
０
個
を
超
え
て
い
ま

す
。こ

の
サ
ン
プ
ル
は
、
応
用
生
態
技
術
研

究
所
（
所
長

足
立
高
行
）
へ
送
付
し
て

解
析
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

解
析
結
果
と
テ
ン
の
習
性
か
ら
み
る
と
、

赤
谷
の
森
は
年
間
を
通
じ
て
餌
環
境
が
安

定
し
て
お
り
、
動
物
食
が
中
心
で
す
。
動

物
類
で
は
、
ネ
ズ
ミ
と
昆
虫
類
が
優
先
し

て
い
ま
す
。

植
物
類
で
は
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
、
サ
ル
ナ
シ
、
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ

な
ど
が
目
立
ち
ま
す
が
、
中
で
も
サ
ル
ナ

シ
は
主
要
な
餌
植
物
で
す
。

テ
ン
は
特
定
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
持
た
ず

森
林
を
移
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
糞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
解
析
し
て
わ
か

り
ま
す
が
、
毎
年
の
調
査
ル
ー
ト
毎
の
サ

ン
プ
リ
ン
グ
数
を
み
る
と
、
サ
ン
プ
リ
ン

グ
数
量
が
一
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個

体
数
の
変
動
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
い
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
調
査
員
に
よ
る
違
い

が
出
な
い
よ
う
に
足
立
所
長
が
作
成
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
テ
ン
モ
ニ
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
意
見
も
取
り

入
れ
て
、
よ
り
正
確
か
つ
簡
易
な
方
法
と

な
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
更
新
し
ま
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
採
取
用
具
、
採
取
方

法
、
記
録
の
取
り
方
が
わ
か
り
や
す
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
の
赤
谷
の
日
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
向

け
の
テ
ン
モ
ニ
体
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
テ
ン
モ
ニ
を
し
な
が
ら
自
然
環
境
を
見

る
と
、
今
ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た
森
林

の
変
化
が
わ
か
る
な
ど
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
参
考
に
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い

う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
、
今
後
テ
ン
モ
ニ
仲

間
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

テ
ン
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

テ
ン
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
森
林
環
境

は
、
餌
と
な
る
動
植
物
が
安
定
し
て
生
息
・

生
育
し
て
い
る
証
し
で
す
。

も
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
に
大
き

な
変
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
こ
の
森
林

環
境
に
何
ら
か
の
変
化
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
テ
ン
の
生
息
環

境
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
は
、
森
や
そ
こ
に

生
息
、
生
育
す
る
多
く
の
動
植
物
が
保
全

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ

の
こ
と
が
生
物
多
様
性
の
評
価
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
平
成

26
年
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
る
平
成
25
年

度
森
林･

林
業
技
術
等
発
表
会
に
森
林
ふ

れ
あ
い
部
門
で
発
表
し
ま
す
。

是
非
傍
聴
し
に
来
て
下
さ
い
。

（５）平成２６年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１１８号

林道上のサンプルを採取するサポーター

テンモニの調査に使う道具

冬のホンドテン



「
ザ
ー
ッ
、
ザ
ー
ッ
（
鋸
で
木
を
切
る

音
）
」
「
ピ
ッ
ピ
ー
（
周
り
に
危
険
を
知

ら
せ
る
笛
の
音
）
」
「
メ
キ
メ
キ
メ
キ
、

ギ
ー
ー
、
ド
ド
ー
ン
（
木
が
倒
れ
る
音
）
」

そ
の
後
に
起
こ
る
参
加
者
の
歓
声
「
や
っ

た
ー
」
「
凄
い
迫
力
だ
ね
」
「
鋸
で
こ
ん

な
大
き
な
木
が
倒
せ
る
な
ん
て
感
動
も
の

だ
ね
」
私
ど
も
が
、
毎
年
群
馬
県
利
根
郡

み
な
か
み
町
藤
原
の
国
有
林
内
で
行
っ
て

い
る
体
験
活
動
事
業
「
自
然
ふ
れ
あ
い
楽

習
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。

当
財
団
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
活
動
お
よ
び

環
境
へ
の
取
り
組
み
の
一
翼
を
担
う
財
団

と
し
て
、
環
境
の
保
全
及
び
環
境
教
育
を

通
じ
て
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
環
境
保
全
整
備
事
業
、

環
境
教
育
事
業
、
体
験
活
動
事
業
な
ど
の

様
々
な
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
体
験
活
動
事
業
の
中
で
、
市
民
生

活
に
大
切
な
水
を
育
む
み
ど
り
豊
か
な
森

を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
一
般
市
民
・

児
童
を
対
象
に
林
業
体
験
活
動
や
自
然
観

察
会
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
や
自
然
の
中
で
の
体
験
活
動

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
に
国
の
「
法
人
の
森
林
」
制

度
を
活
用
し
て
、
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か

み
町
藤
原
に
「
水
源
の
森
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

利
根
川
の
最
上
流
域
の
支
流
の
一
つ
で

あ
る
「
湯
の
小
屋
川
」
沿
い
に
あ
り
、
首

都
圏
の
水
瓶
と
し
て
知
ら
れ
る
奈
良
俣
ダ

ム
や
藤
原
ダ
ム
の
集
水
域
に
位
置
し
て
お

り
、
広
さ
は
約
15
㌶
、
標
高
９
０
０
㍍
～

１
２
０
０
㍍
で
、
下
流
域
は
カ
ラ
マ
ツ
、

ス
ギ
の
人
工
林
、
上
流
域
が
ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
ヒ
バ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
等
の
天
然
林

か
ら
な
る
混
交
林
で
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

や
熊
な
ど
多
く
の
動
植
物
が
生
息
す
る
生

態
系
豊
か
な
森
で
す
。

毎
年
、
一
般
市
民
参
加
型
の
「
自
然
ふ

れ
あ
い
楽
習
」
小
学
校
向
け
の
「
林
間
学

校
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
自
然
体
験
学
習
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
の
「
環
境
教
育
・

林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
等
を
年
10
回
ほ
ど

開
催
し
、
毎
年
延
べ
５
０
０
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
水
源
の
森
」
事
業
の
主
要
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
自
然
ふ
れ
あ
い
楽
習
」
は
、
過

去
15
年
以
上
に
わ
た
り
、
毎
年
、
初
夏
・

夏
・
秋
の
年
３
回
開
催
し
、
除
伐
、
下
草

刈
り
、
植
樹
等
の
林
業
体
験
や
、
地
元
の

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
よ
る
自
然
観
察
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
「
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
嬉
し
い
」
等
の
意
見
も
数
多
く

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
大
変
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

こ
こ
数
年
、
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
社
会
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉

が
、
環
境
に
関
連
し
た
様
々
な
場
面
で
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

「
水
源
の
森
」
の
様
な
自
然
体
験
活
動
場

所
で
の
直
接
的
な
関
わ
り
を
通
じ
て
、
特

に
次
世
代
を
担
う
若
者
に
対
す
る
環
境
へ

の
関
心
を
高
め
る
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
と

連
携
・
協
働
し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
に
貢
献
す
る
た
め
、
引
き
続
き
市
民
参

加
の
森
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

平成２６年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１１８号（６）

「

国

有

林

を

活

用

し

た

環

境

活

動

の

継

続

性

に
つ

い

て
」

公
益
財
団
法
人

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
環
境
財
団

「
水
源
の
森
」
事
業
担
当

山
本

克
明

「水源の森」広場での木工体験

林業体験活動の様子

「水源の森」での自然観察会



私
が
勤
務
す
る
遠
野
森
林
事
務
所

は
、
福
島
県
南
東
部
の
い
わ
き
市
遠

野
町
に
所
在
し
、
管
理
す
る
国
有
林

は
約
３
８
０
０
㌶
で
標
高
３
５
０
㍍

～
７
６
０
㍍
の
山
間
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
小
面
積
で
す
が
磐
城
海
岸

県
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
小

名
浜
港
に
隣
接
す
る
一
部
も
管
理
し

て
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
北
地
方

を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
当

地
域
も
津
波
等
に
よ
り
被
災
し
ま
し

た
が
、
管
内
の
国
有
林
で
は
、
林
道

に
法
面
崩
壊
等
の
被
害
は
あ
っ
た
も

の
の
、
大
規
模
な
山
地
崩
壊
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

管
内
の
国
有
林
は
、
ス
ギ
を
主
と

し
た
人
工
林
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

分
収
造
林
や
分
収
育

林
の
契
約
面
積
が

１
９
０
㌶
と
多
い
の

も
特
徴
で
す
。

現
在
、
管
内
で
設

定
さ
れ
た
分
収
造
林

の
多
く
は
伐
期
を
向

え
る
林
分
で
、
伐
採

が
順
次
行
わ
れ
、
新

植
さ
れ
た
箇
所
で
は

苗
木
が
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
森
林
が
水
源
涵
養

等
の
保
安
林
に
指
定

さ
れ
た
地
域
で
水
源
の
確
保
、
国
土

の
保
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
様
々
な
事
案
で
地
元
の

方
々
と
打
合
せ
を
行
う
こ
と
が
多
く
、

地
域
と
密
着
し
た
森
林
事
務
所
で
す
。

ま
た
、
当
地
方
は
林
業
が
盛
ん
で
、

い
わ
き
市
遠
野
町
に
は
福
島
県
森
林

組
合
連
合
会
が
運
営
す
る
「
い
わ
き

木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
震

災
復
興
に
向
け
平
成
24
年
度
は
、
国

有
林
が
生
産
し
た
８
千
８
百
㎥
を
含

む
５
万
７
千
㎥
の
木
材
が
流
通
し
て

い
ま
す
。
（
分
収
造
林
、
分
収
育
林

か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
も
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
）

国
有
林
と
し
て
も
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
等
の
間
伐
を
適
切
に
行
い
、
木
材

を
市
場
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

震
災
復
興
及
び
景
気
対
策
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

地
元
で
、
観
光
名
所
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
往
生
山
（
お
う
じ
ょ
う

や
ま
：
５
９
９
㍍
）
は
、
春
に
な
る

と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
山
全
体
を
ピ
ン
ク

色
に
染
め
ま
す
。

名
前
の
由
来
も
、
裾
野
か
ら
見
た

咲
き
誇
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
「
極
楽
浄

土
の
世
界
の
よ
う
だ
」
と
い
う
こ
と

か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

県
道
い
わ
き
・
上
三
坂
線
か
ら
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。

ま
た
、
管
内
の
東
端
に
は
、
い
わ

き
市
民
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
山
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
湯
ノ
岳
（
５

９
４
㍍
）
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
山
頂
近
く
に
は
３
６
０
度
の

パ
ノ
ラ
マ
が
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
小
名
浜
港
を
含
む
海
岸
線
や
三
大

明
神
山
や
天
狗
山
が
一
望
で
き
、
海

と
山
の
眺
望
を
一
度
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

当
森
林
官
に
な
っ
て
１
年
５
ヶ
月

と
な
り
ま
す
が
、
現
場
の
仕
事
は
同

じ
業
務
で
も
現
地
の
状
況
に
応
じ
て

よ
り
適
す
る
も
の
を
選
択
し
て
実
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
先

輩
方
が
実
施
し
た
施
業
を
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分収造林の生育状況

いわき木材流通センター

小石平国有林「往生山」

湯ノ岳から小名浜港を望む



諏訪森国有林は、山梨県南東部富士北麓、

富士吉田市内の北口本宮冨士浅間神社から続

く吉田口登山道沿いに位置しています。

寛永年間 (1624～ 1643)に植栽されたアカマ

ツ林を起源として天然更新が繰り返された森

林で、樹齢 250年以上の高齢アカマツの大径

木が数多く残っている貴重な植物群落を形成

しています。

このことから、大部分を植物群落保護林に

指定しており、富士箱根伊豆国立公園、史跡

名勝天然記念物にも指定されています。

諏訪森アカマツ林は、雪代 (ゆきしろ：積

雪で凍結した表土が急激な気温上昇や豪雨等

により融解し発生する土砂災害）から下流部

集落の家や畑を守るために植栽されたという

歴史をもち、富士北麓地域の人々の生活と密

接な関係にあります。当所では適切な管理を

行うため、平成 24年 1月に「諏訪森アカマツ

林管理指針」を作成し保全活動に取り組んで

います。

諏訪森国有林の見所は、赤褐色のアカマツ

の幹と樹冠の緑がマッチした富士の夕日に映

える景観です。また、季節により、新緑や冠雪の富士など、

四季折々の変化を楽しむことができます。

林内には、文化庁から「歴史の道・百選」に選定された

富士山吉田口遊歩道が整備され、富士登山の入口である馬

返まで続いており登山者にも利用されています。

なお、この遊歩道は、世界遺産登録の基準「文化的景観」

を認識するのに必要な富士山の自然・信仰・登山史を理解

するための一助となることを願って「富士山

再発見の道」と呼ばれています。

諏訪森アカマツ林は、平成 25年 6月に登録

された「富士山世界文化遺産」の構成資産

「富士山域」の構成要素である「吉田口登山

道」に包含されています。

富士山が世界文化遺産に登録され、富士山

麓地域がますます魅力的になっています。

四季折々の自然を楽しむことができる諏訪

森国有林に是非一度訪れてはいかがでしょう

か。

（山梨森林管理事務所 広報広聴連絡官 中澤文博）

平成２６年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１１８号（８）

■ 山梨森林管理事務所 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/yamanasi/index.html
〒400-0021 山梨県甲府市宮前町7-7

ＴＥＬ:055-253-1339（代表） FAX:055-252-9935
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諏訪森植物群落保護林

吉田口遊歩道

パインズパークから諏訪森越しに富士山を望む
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